
（様式第４号） 上田城南地域協議会 会議概要

１ 審 議 会 名 上田城南地域協議会

２ 日 時 平成２７年４月１６日 午前９時３０分から午前１１時３０分まで

３ 会 場 城南公民館 ２階 多目的ホール

４ 出 席 者 青島委員、荒井委員、石井信子委員、井出委員、内山委員、大久保委員、新谷委員、

関委員、田中委員、西澤委員、牧野委員、増澤委員、宮下委員、宮本委員、柳澤委

員、山﨑委員

５ 市側出席者 池田地域振興政策幹、北沢市民参加・協働推進課長補佐、北沢市民参加・協働推進

担当係長、樋口市民参加・協働推進担当主事

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍 聴 者 ０人 記者 ０人

８ 会議概要作成年月日 平成２７年５月１９日

協 議 事 項 等

会議次第

1 開会

2 会長あいさつ

3 会議事項

(1)地域内分権の推進について（担当課：市民参加・協働推進課）

・担当課から、地域内分権推進に向けた考え方について資料を基に説明

・以下、協議

（委員） 神科・豊殿、川西、丸子の 3地域がモデル地区として地域経営会議が設立されたということだが、

本来であればモデル地区での検証等を行った上で他の地域に拡大させていくべきであると思う。その

検証を待たずに城南地域でも取組を始めてほしいということか。

（担当課） モデル地区という表現をしているが、その意味合いは先行的・試行的に進める地区ということ

である。モデル地区での検証も必要であるが、地域ごとに個性や特性があるのでモデル地区の取組を

城南地域に当てはめていただく必要はなく、城南地域においても皆さんと話し合いを行いながら進め

ていきたいと考えている。

（委員） モデル 3地区の地域経営会議の設立経過に関する資料を提示してほしい。

（担当課） 承知した。

（委員） 地域経営会議で話し合っていくことはよいが、住民自治組織は城下地区 9自治会で設立していき

たい。

（担当課） 神科・豊殿地域も地域性が異なり、神科地区と豊殿地区それぞれ活動している。このため、地

域経営会議は地域協議会単位に設立いただいたが、その中に神科地区と豊殿地区でそれぞれ部会を設



け、部会ごとに住民自治組織の設立等の検討を行っている。城南地域は神科・豊殿地域のようなイメ

ージに近いと思う。

（委員） 地域協議会だけでなく、地区自治連へも市から説明をしてもらいたい。また、地域経営会議を設

立していくにはどこがリーダーシップをとるのか、地域協議会なのか、地区自治連なのか、自治連と

地域協議会が話し合って進めるのか。他の団体にはどこが声をかけるのか等教えてほしい。

（担当課） 地区連での説明については、城下、川辺・泉田の地区ごとに早めに行いたい。リーダーシップ

をとるのは地域協議会なのか自治連なのかについて、どこがリーダーシップをとるかは自治会長と地

域協議会の合同会議の場で決めていただきたい。通知など事務的には市が行う。モデル地区において

は、神科・豊殿地域は部会ごと検討しており、神科部会は地域協議会が、豊殿部会は地区連会長が部

会長となっている。川西及び丸子地域では地域協議会の委員が会長になって進めている。

（委員） 若手の参加が少なく感じる。これからこの地域で暮らしていく 20～40 代の人達の意見や夢を聞

いたうえで、人生の先輩からアドバイスや支援を受けられるような、これから住む若手が魅力を感じ

られる地域経営会議にしてほしい。上田市の人口も減ってきているので、若手が住んで魅力のある地

域だと移住も増えてくる可能性もある。若手の意見を吸い上げて支援する寛容な体制ができるといい

と思う。

（担当課） モデル 3地域も地域の代表の方を中心に高齢な方が多く、若手の参加は少ない。アンケート調

査や懇談会などで若い世代の声を聞くことも必要であると思う。城南地域で地域経営会議や住民自治

組織を設立する際は若手の参加も必要であると思う。

（委員） 自治会長は民生・児童委員の選出に苦慮している状況である。住民自治組織が設立されれば委員

を地域全体で選出できるようになり、個々の自治会からの委員選出はなくなるのではないかと期待す

る。

（担当課） 市が現在自治会に依頼している委員選出のあり方についても地域内分権を進める中で皆さんの

声を聞きながら検討していきたい。

（委員） 平成 24 年に地域協議会の委員と自治会長が最初の説明を受け、地域協議会としても 24 年、25

年と地域内分権や地域経営会議について調査研究してきた。自治会長は地域内分権を進めると今後よ

り負担が大きくなり、ますます自治会長のなり手がいなくなってしまうのではないかと思うので、モ

デル地区の設立経過も含めて自治会に十分説明してもらいたい。

（担当課） 今後自治会への説明や意見交換をさせていただきたいと考えている。また、地域内分権は住民

の皆さんが主体的に取り組んでいただくことでもあるので、理解を得ながら進めていきたい。

地域協議会委員の選出団体等にも説明させていただき機会をつくっていただければ説明に伺うの

で御協力をお願いしたい。



(2)わがまち魅力アップ応援事業審査結果について

・事務局から、平成 27 年度わがまち魅力アップ応援事業審査結果について報告

(3)部会

【部会開催】

・第一部会「地域交通の利便性について」

・第二部会「これからの子育てについて」

・第三部会「シニアの安全・安心なまちづくりについて」

(4)その他

・特になし

4 その他

・特になし

5 閉会


